にいがた時間 in Showa Women\u27s University : (財)新潟観光コンベンション協会との新潟市PR共同プロジェクト(その1) : 昭和女子大学 学園祭 秋桜祭2008でのイベント報告 by 内田 敦子 et al.





































































































































































































































































































写真6 文字（左）とアイコン（右） 図3 フライヤーのデザイン
4.今回のイベントの評価
学園祭でのイベントは（財）新潟観光コンベンション協
会から依頼を受けたプロジェクトの最初のイベントとなっ
たが，企画から制作までの期間が短く，実際に新潟市に出
向いて現地調査を行うことができないままイベント開催を
迎えることとなった。
今回初めて空間をプロデュースすることに取り組み，多
くのことを学び得る機会となった。しかし，どのくらいの
期間で企画をまとめ，次に何をするべきかというある程度
の流れが定まらないまま実施に至り，最終的に本来意図し
ていたことを伝えることができたのか，自己満足で終わっ
ていないかなどいくつかの課題が残った。参加した学生か
らも，短期間である程度のかたちが完成したことで，いく
つかの課題はあったものの満足したという感想を聞いた。
また，「最終的に最初にイメージしていたかたちとは違う
ものが出来上がった」，「モノ（材料など）を調達すること
の難しさを知った」など，初めて取り組むことで発生する
問題点が挙がった。結果的に想定していた以上の出来で完
成したものもあり，これについては評価できるが，企画の
段階で想定し，明確にしておくべきことも多かった。実際，
会場設営の段階で照明の位置や当て方，サークルの位置な
ど配置計画がいくつか変更，調整を繰り返しながらの設営
となり，予想以上に時間がかかってしまった。他に，「自
分たちが考えたものを表現（インスタレーション）し，第
三者にそれを明確に伝えることの難しさを感じた」という
感想にもあるように，実際に来場者数は多かったが，中に
は会場内をただ通り過ぎてゆく人も多かったことも事実で
ある。イベントを終えて，第三者（今回は来場者）からの
意見を聞く機会を持たなかったことも今回の反省点となっ
た。今後は来場者にイベントに対するアンケート調査を実
施し，評価や意見などを次の企画へ活かしたいと考えてい
る。
今回のイベントで設営に時間がかかってしまったことは
反省点ではあるが，最後まで様々なアイデアを出しながら
より良いものを作り上げいく姿勢は評価されるものであり，
その結果，予想以上の出来で完成したものもあった。実際，
来場者から「新潟のイメージが変わった」という言葉を聞
き，このイベントで独自の新潟市を表現できたのではない
かと考える。また，本プロジェクトの主旨のひとつであっ
た若者世代である学生が新潟市について理解を深めること
に関しては，企画する段階で個々にリサーチを行い，さら
にそれを持ち寄ってディスカッションを行ったことで達成
されたと考える。
最初のイベントということで学生，教員ともに試行錯誤
しながら企画から実施に至った中で様々な課題を残すこと
になったが，それ以上に得るものも多く，この経験を活か
し，次につなげたいと考えている。
5.まとめと今後の取り組み
今回のイベントについて，協会担当者からはある程度の
評価を得ることができた。また，新潟はモノ，コト，空間，
自然，歴史といろいろな意味で素材の宝庫であると感じ，
その豊かさに魅力があると感じた。今回のイベントは新潟
PR活動のスタート地点であり，今後の展開を協会側と検
討しているところである。
協会の担当者から現在の新潟市の状況について，「新潟
市は，花は育てるけれどその花を生活の中で楽しむライフ
スタイルの提案が弱かったり，おいしい米，野菜，果物は
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つくるけれど，そのまま食べるだけで，盛りつけ方や器，
食べる空間（照明など）のデザインに意識がいっていない」
といった話を伺った。今後は新潟市というフィールドでの
生活デザインの提案なども含め，新潟市の豊かな素材を活
かしたPR企画アイデアについて，本学の学生の視点で
提案し，新潟市で行われる様々な企画やイベントに参加し，
地元との交流を深めるなど，積極的に取り組みたいと考え
ている。
最初にも述べたが，来年度新設されるデザインプロデュ
ースコースは，多様なデザイン領域をカバーし，デザイン
の企画立案を行うことのできる人材養成を目指したコー
スであり，企画力，プレゼンテーション能力の習得をめざ
したカリキュラムとなっている。今回取り組んだ，新潟市
との共同プロジェクトは，その企画，プレゼンテーション
を実践できる場（機会）であった。本プロジェクトを続け
ることで，新たな実践環境を拡げることができるのではな
いかと考えている。
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